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「市社会福祉協議会」は、
みなさんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりをすすめる
社会福祉法に位置づけられた

民間の福祉団体です。
〈発行〉社会福祉

法　　人 相模原市社会福祉協議会
〒229－0036 相模原市富士見6丁目1番20号

市立あじさい会館内
� 042（756）5034�　　FAX 042（759）4382

ホームページ　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
Eメール　info@sagamiharashishakyo.or.jp

本紙は、奇数月20日発行です。

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

～社協さがみはら「みんないいひと」　点字版・録音版～　目の不自由な人にご紹介ください

～市社協ホームページで最新の福祉情報をお届け！～　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

～みんないいひとメールマガジン 毎週水曜日 無料配信～　購読申込は市社協ホームページから

～福祉情報文字放送中～　J-COM 2チャンネル　毎日　午前7時～、午後1時30分～、7時～

～マンガで楽しく福祉を読もう～　　秋　竜山 著「　　　　　　　　」第1～18巻 無料配布中！

あい・子育てサロン」など、身近な地域での　高齢齢の方を対象とを対 した「ふとし ふれあいふ い・いい きいきサき ロン」サ や子育」 て中の育 の親子をの ふれあした「対象とを
も、現在ふれあい・いきいきサロンが約交交流・仲間づくりのづく 場としの場 て、「サて サロン活サ 活動」が活 全国が 的に取り的 組まれり れていまれ 市内でも相模原市す。相ま 130

か所、ふれあい・子育てサロンが約サ ンが約30か所あり、また、障害のある方を対象としたサロンなども増えてきています。
　市社協及び地区社協では、こうしたサロン活動を支援し、地域の皆さんの「顔の見える関係づくり」を進めていきます。り」を進めていきます。は、こうし

　11月6日（火）、高齢者を対象にした「ふれあい・いきいきサロン」と子育て中の親子を対象にした「ふれあい・子育てサロン」の担い
手であるボランティアや民生委員などの「支援者」の方々を中心に、交流会を開催しました。

★月11回程度、定期的に集まって、おしゃべりをしたり歌を歌ったり簡単な
作をしたりして、工作 2時間程度楽しく過ごします。

★ 齢者や子育て中の親子などの「参加者」と、ボランティアや民生生委員・高齢
童委員などの「支援者」が一緒に運営します。児童

★ くの自治会館や公民館など、身近な場所で開催しています。近く
★ 容は「参加者」と「支援者」が一緒に話し合って決めます。費用用があま内容
かからず誰でも参加できるような内容にすることが大切です。りか

最初はただ集まっておしゃべり
するだけで楽しいのか半信半疑
でしたが、自分と同じくらいの
年齢の方と昔話に花を咲かせた
り歌を歌ったり、最近気になる
健康の話をしたり…。やはり近
所に「顔なじみ」ができると生
活にもハリがでますね。

子育てサロンで知り合っ育てサロンで知り合育てサロンで知り合
たボランティアさんが、たボランティアさんが、たボランティアさんが、
スーパーで声をかけてく
れてとても嬉しかったわ。
子どもだけでなく私もお
友達がたくさんできまし
た。次のサロンが待ち遠
しいです。

べりの中で、の中でないいおしゃべりの中ないいおし何気ないいおないおないおしゃべりの中
などどど困りごとや悩みごとなどご ご困困困りり困りごとや悩みごとなど

を耳にすることがあります。ををを
民生委員やボランティア
の経験をいかして、役に
立ちそうな福祉情報をお
伝えしたり、専門機関を
ご紹介したりしています。

あじさい会館 ホール あじさい会館 展示室

　当日は、中心子どもの家所長 藤野知弘
さんの基調講演の後、子育てサロン活動
を推進するための有意義な意
見・情報交換が行われました。

　第1部の基調講演では、法政大学の宮城
教授に「サロンの役割と意義、期待され

る効果」について私達を取り巻く社会情勢
の変化などを中心にお話いただきました。
　第2部のシンポジウムでは、川崎市の「す
ずの会」の代表鈴木恵子さんと横須賀市の
大津地区社会福祉協議会会長鈴木立也さん
をパネリストとしてお招きしました。それぞれのサロンの様子や特徴、
特に「閉じこもりがちな方を誘うには？」「男性の参加を促すには？」
といったサロンで共通の課題について、宮城教授のコーディネートのも
とお話しを伺いました。

左から宮城先生、鈴木恵子氏、鈴木立也氏

近くのサロンをご紹介します。お近
合せ】【問合 地域福祉グループ 電話 042-756-5034
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相模原市には、22か所の地区社会福祉協議会、通称「地区社協」があります。
地区社協は、地域住民の皆さんによって運営されており、その地域に必要と
されるさまざまな福祉事業を行っています。
「みんないいひと」では、各地区の地区社協の特徴や主な取組みを毎号ご紹介
していきます。今回のテーマは「子どもは地域の宝！みんなで子育てを支え
あおう」です。

人と人とのつながりを大切に～より豊かな地域をめざして
特別表彰「東林地区ボランティアグループ」代表 桑野千佐子さん

私たちのグループは、昭和56年
の結成以来、東林地区の障害児者
やご高齢の方々に対して、お話し
相手や通学・通院の付き添い等、
日常生活を支援する活動に取り組
んでいます。これまでの活動を通
してボランティア活動の役割は、
「人と人とのつながりをつくり、地
域での豊かな人間関係を築くこと、
同じ地域に暮らす住民同士が支え
あえる安心感を育むこと」と感じ
ています。活動で知り会った方と
その後も街中でお会いした時に挨
拶を交わしたり、お話ができたり
することは、私たちにはとても嬉
しいことですが、ご高齢の方にと

っても、地域に知り合いが増え、
人間関係がより豊かになることは、
生活する上での安心感につながる
のではないでしょうか。このよう
な「人と人とのつながり」をつく
ることは、同じ地域に暮らすボラ
ンティアだからこそ担えることだ
と思います。幸いなことに新しい
メンバーも毎年加入し、「ひとり暮
らし高齢者ふれあいのつどい」等
グループ主催の事業や保育園、老
人ホーム等地域の福祉施設との活
動も継続的に行うことができてい
ます。今後も人と人とのつながり
を大切に、より豊かな地域づくり
に取り組んでいきたいと思います。

麻溝地区社協「みんなおいでよ～子育ての場に！！」
～ マタニティママから未就学児まで ～

　出産や育児にはいろいろな不安や心配
ごとが沢山あります。そんなとき、“子育
て”を共通のテーマにして気軽に情報交換
を行ったり、親子で楽しみながら交流がで
きる場があったらいいなぁ…という願いか
ら麻溝地区社協（杉 日出夫会長）では、
3つの「子育てサロン」を立ち上げました。
マタニティママから未就学児まで、地域の方々のご理解とご協力により
各サロンの特色を活かして楽しく活動をしています。

　子育てサロンの活動だけではなく、麻
溝地区の親子が自由に集える場を広く皆
さんにお知らせするために、今年度から
保育園やこどもセンター、幼稚園など地
域の子育て支援に関わる施設等との協働
による子育て情報紙「みんなおいでよ～
子育ての場に!!」の発行（年3回）も始め
ました。子どもから高齢者まで、これか
らも世代を超えた人と人とのつながりを
大切にしながら、地域で子育てを支えて
いくしくみづくりに取り組んでいきたい
と思います。麻溝地区の子育てサロンに
皆さんも是非遊びにいらしてください！

問合せ：麻溝地区社会福祉協議会（麻溝出張所内）
電話 042－778－1006

相模湖町地区社協「アットホームな子育てサロン」
～ おもちゃを通してふれあいの輪 ～

　相模湖町地区社協（長田輝明会長）では、心のふれ合う地域づくりを
目指して住民参加による地域活動をすすめることに力を入れています。
　「福祉バザー」「福祉のつどい」「ボランティア標語コンクール」
「サロン活動支援」等さまざまな福祉活動を実施しています。中でも
子育てサロン「おもちゃ図書館サロン」はとても特長的です。
　おもちゃ図書館サロンは、障害児及び健常児が集える場が少ないとい
うことで、10年くらい前に発足しました。毎週土曜日に地区社協支援のも
と、ボランティアが関わりながら開催しています。毎週13組～25組くら
いの親子が集い、おもちゃを通して楽しい交流の時間を過ごしています。
　参加者のお母さんたちから「土曜日以外にもおもちゃ図書館サロンのよ
うに集えるサロンを作って欲しい！作りましょう！」との要望が寄せられ
ており、今後子育てサロン
をもっと増やしていきたい
と考えています。
　とてもアットホームなサ
ロンです。週末相模湖方
面にこられる方は一度是
非覗いてみてください。
お待ちしています。

問合せ：相模湖町地区社会福祉協議会（相模湖町地域事務所内）
電話 042－685－1033

Vol.2

【表彰の部】

■　社会福祉活動推進功労者

◎特別表彰 次の方は、永年ボランティア活動に取り組み、また本会役員として地域

福祉の向上に大きく貢献されました。

東林地区ボランティアグループ、林福次、加茂坂幸昌、宮 嘉博

◎一般表彰 次の方は、地区社協や地域のボランティア活動を通して、また施設職員

として地域福祉の向上に貢献されました。

田武治、佐藤敬子、鈴木雪子、上田忠男、野中敬一、加藤美榮子、菅原伸也、大

八木マキ子、 松幸子、河本博、植田賢一、長 章子、中西豊和、中川ケイ子、

瀬和 、原敏子、西村登起子、池田由紀子、鈴木洋子、小松ちか子、絵手紙ハート

便、野中伸一、大山成男、田名ボランティアきずな、西村てる代、成井節子、 田

尚弘、大川千枝子、高橋隆昭、大槻ツネ子、宮沢滋雄、笹村由子、白石政子、大野

喜幸、阿部文雄、平賀英世、小儀孝哉、小池美智子、阿部佐恵子、成瀬宝子、門倉

親子、西川英子、堀内レチ子、西村美子、佐々木美枝子、鎌倉和美、米山久美子、

角田幸子、村田良子、山崎由紀子、山本仁、加藤美千代、倉橋光子、和田明子、阿

部利幸、音楽クラブ、原 夫、下田松子、北村陽子、奥村きん、石山明子、椿原君

代、境いつ子、佐藤典子、島村正子、内山秀子、中野英子、安田春美、永瀬一哉、

石 政雄、中澤章、大森睦代、田口満洲江、渡部久美子、相澤照美、杉浦徳子、中

垣弥生、轟征生、荒川幸子、駒津太美恵、石井美佐子、関戸信子、小野利枝

【感謝の部】

■　多年・多額寄付金協力者 次の方は、多年にわたり多額の寄付を続けられ、社会

福祉の向上に貢献されました。

茶道裏千家淡交会相模支部、門脇彩子、神奈川土建一般労働組合相模原支部、光

明学園相模原高校PTA、相模原市農協上溝支部女性会、新キャタピラー三菱労働組

合相模地区アクティブハート、㈱スーパーアルプス、㈱スーパーアルプスお客様一

同、東條毅、東林間商店街振興組合、㈱ホソダ、南橋本自治会

■　多年寄付金協力者 次の方は、永年にわたり寄付を続けられ、社会福祉の向上に

貢献されました。

相模原市立旭中学校PTA、 屋満李子バレエ団、名倉のびのびクラブ、福寿院護持会、

フルヤ会、森郁代、山 美矢子

■　多額寄付金協力者 次の方は、平成18年9月から平成19年8月の間に多額の寄付を

され社会福祉の向上に貢献されました。

医療法人財団愛慈会相和病院、青葉地区自治会連合会親睦ゴルフ大会、奥森勝彦、

アクト南口一番街商店街振興組合、神奈川県エルピーガス協会相模原支部、神奈川

県柔道整復師会相模支部、KYB労働組合、㈱広和産業・㈲コーワ、ゴミの資源化を

進める会、相模野カントリー倶楽部日本ゴルフ場企画㈱、相模原市ダンススポーツ

連盟、相模原南遊技場組合、阪本清作、JA相模原市組合員ゴルフ大会、塩田ホーム

フリーマーケット実行委員会、新キャタピラー三菱労働組合相模地区、東京濾器㈱

相模工場、ビバーチェ共和店 、福前健康体操、富士工業労働組合、むぐら会、 住

広子、持田勉、明るい社会づくり運動相模原けやきの会、 神奈川県トラック協会

相模地区支部、持田美恵子、五十嵐清、セレモニーホール永田屋

■　多額寄付物品協力者 次の方は、平成18年9月から平成19年8月の間に多額の物品

を寄付され社会福祉の向上に貢献されました。

源悟山顕正寺、㈲サウンドポート、相模原沖縄県人会、ダイワ精工㈱、中田屋㈱相模

原工場、㈱ヌマヤ相模原店、ふれあいニュース社、㈱BRAIN、南翔一郎音楽事務所

市民みんないいひとの日
第38回相模原市社会福祉大会 11月10日(土)に社会福祉大会を開催し、第1部では地域福祉活動に活躍された方々の表彰式を行

い、第2部の中央大学教授広岡守穂氏による講演会「地域で支えあう子育て・自分育て」では、子
育て支援への取り組みや、子育て・ボランティア活動を通しての「自分育て」について学びました。

（敬称略・順不同）
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　県民から寄せられた「交通遺児への善意の寄付金」と、市社協へ
寄せられた「交通遺児指定寄付金」を、見舞金・激励金等として交
通遺児へお渡ししています。希望される方は12月20日(木)までに申
請をしてください。
【対　象】市内に住所を有する交通事故等(列車、電車、船舶、航空

機等交通機関の運行上の事故を含む)による20歳未満の遺
児とその世帯

【手続き】申請書、事故証明書、住民票等の書類の提出。調書作成
の訪問調査

【内　容】
　　1 県交通遺児援護基金
　　（1）見　　舞　　金　100,000円
　　　　（交通事故などによる20歳未満の遺児がいる世帯）

＊ただし、神奈川県労働災害遺児等見舞金支給対象世帯
はのぞきます。

　　（2）激　　励　　金　50,000円
　　　　○小学校に入学するとき　　○中学校に入学するとき
　　　　○中学校を卒業するとき
　　　　○高等学校を卒業するとき（大学入学検定試験合格を含む）
　　2 市社協寄付金　金額は毎年異なります

市社協へ「交通遺児のために」と指定された寄付金の配分
【問合せ・申込み】申請書をお渡ししますので、市社協南事務所
　　　　　　　　  （電話 042-765-7065）までご連絡ください。

※市社協ではご寄付をされる方の相談も受け付けています。
　詳しくは最寄りの窓口にお問い合わせください。

交 通 遺 児 の 皆 様 へ

見舞金・激励金をお渡しします
希望される方は12月20日（木）までに申請を

長期生活支援資金貸付制度

【申込み・問合せ】在宅福祉グループ　電話 042－756－5034

◆ 対象世帯　次のすべてに該当する世帯
① 現在、本人が居住している不動産があること（マンションは対象外）
② 65歳以上で市民税非課税程度の低所得世帯であること
③ 土地・建物の所有名義が本人単独または、配偶者との共有名義であること
④ 配偶者またはその親以外の同居人がいないこと
⑤ 土地・建物に賃貸借の利用権や抵当権の担保権が設定されていないこと

◆ 貸付限度額
土地評価額1,500万円以上の70％（月額30万円以内）

◆ 貸付期間
貸付金と利子が貸付限度額に達するまでの期間

◆ 貸付利率
年利3％または長期プライムレートのいずれか低い利率

　高齢の方が、自分の住まいを活用して老後の生活資
金を借りる制度です

高齢者・障害者とその家族の権利を守るための

事前に電話予約をしてください

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

法律相談法律相談法律相談 弁護士による
権利擁護相談

・権利擁護相談室（あじさい会館6階）
・12月27日（木）、1月24日（木）
・午後1時20分～4時（お一人の相談時間は40分間です）
・相談は個別、無料です。秘密は守ります　・・ ・・ ・・・・・・・

相談窓口及び開設時間等

・月～金曜日　午前8時30分～午後5時
相談・予約受付時間

【問合せ・申込み】相模原あんしんセンター  電話042-756-5034

年末たすけあい募金にご協力ください年末たすけあい募金にご協力ください年末たすけあい募金にご協力ください

年末たすけあい募金は、市内のねたきり高齢者、要援護世帯へ
の激励品や援護金の支給をはじめ、障害者地域作業所や認定
保育施設等への備品購入や事業活動のために配分されます。

【実施】神奈川県共同募金会相模原市支会

12月31日まで

子育ての手助けをして欲しい人（利用会員）
子育ての手助けをしたい人（援助会員）

■ 入会説明会　午前10時30分から1時間程度
●あじさい会館 12/18（火）、1/10（木）
●南保健福祉センター 12/20（木）、1/5（土）
■ 援助会員講習会　午前9時30分～午後3時
●あじさい会館 1/18（金）、1/23（水）、2/1（金）
●南保健福祉センター 1/19（土）、1/26（土）、2/2（土）

【問合せ・申込み】相模原市ファミリーサポートセンター
 月～金曜日（午前8時30分～午後7時）電話：042-730-3885

保育士、幼稚園教諭、小学校教諭等の有資格者は随時登録ができます。

要
予約募集！！募集！！

相模原市ファミリーサポートセンター
では、住民参加の活動により、保育
園の送迎や預かりなどの子育てをサ
ポートしています。次のとおり利用
会員・援助会員の入会説明会と援助
会員講習会を開催しますので、是非
ご参加ください。保育有（要予約）。
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159号�　2007年（平成19年）11月20日 社協さがみはら

障害者施設へ通所付き添い
内　容：知的障害のある女性が生活する生活ホーム（光が丘）から障害

者施設（陽光台）までを徒歩で付き添い。
日　時：行き：火～金曜日　午前8時30分 ：生活ホーム出発
　　　　帰り：月～金曜日　午後3時45分 ：作業所出発
　　　　上記のうちご都合のよい曜日・時間帯（週一回程度）
　　　　徒歩：30分ほど
問合せ：ボランティアセンター　電話  042-786-6181

http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

ボランティアに関する相談・活動内容等のお問い合わせは

電話 042-786-6181　FAX 042-786-6182
Eメール : svc@sagamiharashishakyo.or.jp

ボランティアセンターまで（富士見6-1-20 あじさい会館4階）

電話 042-784-3393　FAX 042-784-6142
Eメール : tsukui@sagamiharashishakyo.or.jp

　つくいボランティアセンターまで（津久井町中野633津久井総合事務所第2別館1階）

電話 042-685-1033　FAX 042-685-1131
Eメール : sagamiko@sagamiharashishakyo.or.jp

　さがみこボランティアセンターまで（相模湖町若柳1203-2さがみ湖リフレッシュセンター2階）

電話 042-687-3361　FAX 042-687-4049
Eメール : fujino@sagamiharashishakyo.or.jp

　ふじのボランティアセンターまで（藤野町小渕1992藤野中央公民館1階）

電話 042-765-7085　FAX 042-765-2185
Eメール : smvc@sagamiharashishakyo.or.jp

　南ボランティアセンターまで（相模大野6-22-1 南保健福祉センター1階）

ボランティア情報載せてます！ボ
ホームペー

ジ
ホ

に

電話 042-783-1212　FAX 042-782-4050
Eメール : shiroyama@sagamiharashishakyo.or.jp

　しろやまボランティアセンターまで（城山町久保沢2-26-1城山保健福祉センター2階）

�定　員：各会場20名（同じ内容です） �受講料：無料
�申込み：①③に参加希望の方は南ボランティアセンターまで 電話 042-765-7085

②④に参加希望の方はボランティアセンターまで 電話 042-786-6181

開催日時

①12月12日（水）

②12月18日（火）

③ 1月19日（土）

④ 1月29日（火）

時　間

午前10時00分～正午

午後1時30分～3時30分

午前10時00分～正午

午後1時30分～3時30分

場　所

南保健福祉センター ボランティア活動室

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター ボランティア活動室

あじさい会館福祉研修室

内　容

ボランティア
としての基礎
知識と実際の
活動紹介

ボランティア予備校
ボランティア活動をはじめたいと考えている方々のために

今できる  家庭内の地震対策
～家具の転倒防止ボランティア～

【問合せ】相模原ボランティア協会　電話042-759-7982

　高齢や障害により、
利用頻度の高い部屋の家具の固定など安全対策をボラン
費用は金具等の実費。

！

ボランティア募集・福祉イベント情報・助成金情報など
毎週水曜日
市社協ホームページで　　　　　 をクリック。
案内にしたがってメールアドレスを入力してください。

～みんないいひとメールマガジン購読者募集～
市社協では、ボランティア募集などリアルタイムの福祉情報をメールマガジンで配信して
います。パソコンまたは携帯電話のＥメールアドレスをお持ちの方はぜひご登録ください。

内容
頻度
登録

あじさい会館 12月10日（月）、平成20年1月21日（月）
さがみ湖リフレッシュセンター 毎週日曜日及び休日

12月28日（金）～1月3日（木）
あじさい会館及び南保健福祉センター内部屋の貸出し、各ボランティアセンター
12月29日（土）～1月3日（木）
市社会福祉協議会事務局、南事務所、城山町・津久井町・相模湖町・藤野町地域事務所、
福祉機器展示室、保健と福祉のライブラリー、さがみ湖リフレッシュセンター

次号社協さがみはら「みんないいひと」160号は
2008年（平成20年）1月20日発行

○募集しています！
有償運送スタッフ

○視覚に障害のある方のための
パソコン操作体験講座
日時 12月15日（土）・16日（日）

午前10時～午後3時
会場 相模原市立総合学習センター
内容 パソコンボランティアグループ

「パラボラ相模原」による音声ソ
フトを使った初心者の視覚障害者
向けパソコン無料体験講座

定員 5名（12/1より受付）
問合せ 総合学習センター
電話 042-756-3443

○楓響ウィンドオーケストラ
チャリティーコンサート開催
日時 12月16日（日）

開場午後1時　開演午後1時30分
会場 市民会館
内容 お子さんから高齢の方まで楽

しめる吹奏楽コンサート
費用 800円（前売り）、1000円（当日）

※収益金は地域交流事業等の
ために使われます。

問合せ ひよこ保育園
電話 042-762-1015

○里親説明会
～里親になりませんか～
日時 ①12月8日（土）②1月12日（土）

③1月23日（水）
午後2時～4時30分

会場 ①②児童相談所、③けやき会館
内容 親の病気、離婚、虐待などに

より家庭養育が困難なお子さ
んを迎え入れ養育する里親制
度の説明会

問合せ 相模原児童相談所
電話 042-750-0002

○障害者地域活動センター
ひまわり工房「ひまわりフェア」
日時 12月1日（土）、2日（日）

午前10時～午後3時
会場 ひまわり工房（陽光台5-5-9）
内容 手織り製品の販売、機織り体験

無料、野菜販売、模擬店、足つ
ぼマッサージ、喫茶など

問合せ ひまわり工房
電話 042-754-3405

内　容 高齢者・障害者の買い物や
通院などのお手伝いをする
福祉有償運送スタッフ

条　件 神奈川高齢者協同組合に加
入した上で所定の講習2日
間を受講し、ご自分の乗用
車で活動できる方

活動謝礼 80円/km
問合せ
神奈川高齢者協同組合相模原支部
電話 042-750-7758

（ケアステーションあやとり内）


